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見えない価値の計算
• 市場で取引されない商品や生産要素の価格を用い、
経済価値を推計できる。例：大気汚染等

• 経済分析に環境を含めることができる。
• 多くの先行研究はCOVID-19が環境汚染を減少させたと発表している。

• 今回はCOVID－19の環境への影響を、経済価値で計算。（経済価値を豊かさの計
測（新国富：Inclusive Wealth）の一部として加味）

Authors Finding Source
Pearson (2020) COVID-19 は生物多様性にプラスの影響を与える。 Science
Chen et al (2020) 大気汚染はCOVID-19感染後に減少。 Lancet Planetary Health
Quere et al (2020) COVID19により1日あたりのCO2が削減。 Nature Climate Change
Rosenbloom (2020) COVID-19は気候変動にプラスの影響を与える。 Science

Table1 . 代表的なCOVID-19に関する文献一覧

1



COVID-19前後の空港のCO2傾向

Figure 1.空港の気候変動被害の減少額
(COVID－１９後)

計算結果
• COVID-19により運行する航空機数(Air 

Traffic Volume)の減少は、空港ごとに大きな
被害減少を生じた。

• 減少したCO2によって得られるInclusive 
Wealthの価値は、北京、バンコク、
メキシコシティの順に高い。

計算方法：CO2排出量減少は気候変動への被害
の減少
1. GOSATデータからCO2濃度の変化量を計算
2. 濃度(ppm)の変化量を質量(kg)に変換
3. 質量（kg）を経済的価値に換算

• 価値化の考え方は、馬奈木（2018), Managi and Kumar（2018）等の本資料最終ページを参照。 2



COVID-19前後の大都市CO2傾向

Figure 2. 大都市の気候変動被害の減少額
(COVID-19後)

• 運行する経済活動は減少し、付随してCO2排出
からの被害量が減少。

• 減少したCO2によって得られるInclusive 
Wealthの価値は、インド、アメリカが高い。

このように、
世界のCOVID19後のCO2変化による、
経済価値が計算できる。
(合計で、500以上の都市の結果が算出可能)
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計算方法
1. GOSATデータからCO2濃度の変化量を計算
2. 濃度(ppm)の変化量を質量(kg)に変換
3. 質量（kg）を経済的価値に換算



COVID-19前後の交通量によるCO2傾向 (1)

Figure 3.緊急事態宣言前(左：2020/3/19(木))と後(右：2020/5/14(木))の首都高速湾岸線

１．緊急事態宣言による交通量の変化(ALOS-2 データに基盤地図情報を結合)

• ALOS-2 画像 Digital  Number (DN) 道路上のみ集計:
-5/14の道路上DN値総和は，3/19の59.3%

4



COVID-19前後の交通量によるCO2傾向 (2)
2. CO2の変化を計算する
• 自動車数、走行距離、平均燃費を考慮してCO2を計算
3. 被害費用を計算

交通量からのCO2産出には、Yoo et al (2019), Clerides and Zachariadis (2008)を参考

Figure 4.緊急事態宣言前(2020/3/19(木))と後(2020/5/14(木))のCO2被害費用
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COVID-19前後の水質の関係

Figure 5.緊急事態宣言後,東京湾の水質

計算方法
• COVID 19前後のクロロフィル含量を比較
• 回帰分析を使って、COVID-19が水質に与える経済的
影響を計算 (0.33%)

• クロロフィルを除去するのにかかる費用を計算し、
被害費用を計算

計算結果

COVIDがクロルフィルaの変化率に与える影響 0.33 %

COVID-19が水質改善に与える経済的影響
(2020.01-2020.07) 5,038,400 USD

COVID-19が水質に与える経済的影響産出にはKawabe (1998)とMagumba(2013)を参考 6



今後の計画
1. 早期に経済インパクトが分かる仕組みの開発を行う。純粋な経

済的影響算出法は開発済み、今後は環境・社会への影響も注目
2. 多様なサンプルで多様な場所の分析→新国富（Inclusive 

Wealth）へ
- 現在の分析結果で、COVID-19がCO2、交通量、水質に影響があることを
確認

- 分析結果を使ってより多様な場所の被害費用を分析し、よりロバストな
結果を算出可能

3. 海外と日本のインパクト変化を比較
- 海外諸国(アメリカ、ヨーロッパ、東アジア諸国)と比較して政策的含意
を提供可能
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